
第１２送信機（QDX）

      送信出力：５W

切替え式LPF

3.5MHz帯 STM32F401
7MHz帯 高周波増幅 バッファゲート 高周波発信 I2Cバス I2Sバス
10MHz帯 BS170　×　4 74ACT08 Si5351A
14MHz帯 Vdd: 9V USB仮想 ２４Bit　USB

COM　Port サウンドカード
制御信号

P　C

コントロール

パーソナルコンピュータ変調方式　
（別紙　別紙付属装置諸元表参照）

QDXのコントロール
はSTM32F401のCPU
が行い、目的周波数
の信号がSi5351Aか
ら出され、これを
74ACT08のバッファ
ゲートを通してパラ
プッシュプル構成の
FET　BS170に入力さ
れ、QDXの出力とさ
れる。

QDXがカバーするバ
ンドは3.5,　5,　7,　10,
14MHz帯の５バンドで
あるが、今回使用す
る3.5,7,10,14MHz帯だ
けが送信可能の基本
設定をQDX内で行っ
た。　（右図）

これは　商品名QRP Labs 社　QDX Digital Transceiver というFSKモード専用トランシーバキットとPCのWSJTなどのアプリケーションを利用した構成
からなるトランシーバである。　　QDXはPCからのアナログFSK信号を受け、その信号周波数を解析し、その周波数とベースのRF周波数を加算し、そ
の値の周波数信号をプログラマブルオシレータから出力し、バッファを介して終段FETのゲートに入力し、RF出力としている。　したがってSSBモードを
利用しないシングルトーンFSK方式で、FT8等デジタルモード専用である。　　詳細は　http://qrp-labs.com/qdx　　下図がそのブロックダイヤグラムで
ある。　QDXの出力は５Wである。


